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(Abstract) 
Recent studies have revealed that both spontaneous smiling and neonatal imitation that have been 

considered unique human behaviors are also seen in macaques and chimpanzees. In humans, these 
neonatal facial expressions could contribute to the development of mother-infant interactions. A human 
mother enjoys interacting with her infant and would be encouraged to pay considerably more attention on 
him/her. In non-human primates, such dyadic mother-infant interactions have hardly been reported. 
Chimpanzees, however, exhibit mutual gaze and exchange play faces (social smiling); further, such 
face-to-face mother-infant interactions increase from the first month of birth to the second month. Dyadic 
mother-infant interactions, which develop from an early age, might play a role in promoting object 
manipulation in human infants, because a mother shows her infant objects to attract his/her attention or 
have him/her hold objects to play with. Such active sharing of attention by mothers with infants precedes 
the emergence of behaviors of combinatorial object manipulation in infants, such as inserting an object 
into a bowl or stacking a block on another one; this might cultivate infants’ behaviors of presenting their 
mothers with objects or giving them objects. Homologous action structures comprise behaviors of 
combinatorial object manipulation, presenting objects, pointing toward objects, and word utterances. I 
argue that these structures originally generated from mother-infant interactions through the heterochronic 
modification of ontogeny over the course of hominization. 
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個体発達の進化を通じてヒトは言語を獲得した  
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1. はじめに 
霊長類を他の哺乳類と比較したとき，樹上
生活である，手や足で物をつかむ機能が発達
している，といった生態や形態，行動の特徴
にくわえて，「発育の遅滞」が重要である．平
均的な妊娠期間は，同程度の身体の大きさを
した他の哺乳類よりも長く，出生後もゆっく
りと成熟し，寿命が長い．しかし，同じ霊長
類であっても，形態や行動は，系統関係や生
態環境の条件が絡み合って多様に変化する．
他方，発育の遅速ということに着目すれば，
旧世界ザルに分類されるオナガザルやコロブ
スが霊長類の中では発育促進の傾向があるの
に対し，ヒトもその一員であるホミノイドに
分類されるテナガザルや大型類人猿（チンパ
ンジー，ボノボ，ゴリラ，オランウータン）
は発育遅滞の傾向が大きい（Fig. 1）．ヒトは，
テナガザル，大型類人猿の順に大きくなった
発育遅滞の傾向を，さらに拡張して受け継い
だ． 
 
2. 行動発達の類似とずれ 
2. 2. しがみつき‐抱き 
現生の霊長類は，真猿（メガネザル以外の

直鼻猿類：Haplorhini, Fig. 1）の場合，母親は
その子を自分の腹側にしがみつかせて抱いて
育てるのが一般的である．原猿（曲鼻猿類：
Strepsirrhiniとメガネザル）のなかには，新生
児を巣に隠して採食のときはその場を離れる
種もある．やや成長すると口でくわえて移動
し，自分の採食中は樹にしがみつかせたりす
る．「しがみつき‐抱き」の育児をする原猿は，
母親の身体はどちらかといえば大型であり，
離乳や初産が遅い．さらに，運搬の負担との
関係かもしれない，遊動域がやや狭い傾向が
ある[1]． 

 
2. 2. 姿勢反応 
当然ながら，子の運動機能の自立とともに，

母親による抱き支えの度合いも減少していく．
出生後の運動発達過程の共通性を，歯牙年齢
と同じように，姿勢反応の発達段階という種
間に共通の一元的な指標によって示すことが
できる．  
姿勢反応とは，身体を傾けたり，いろいろ

な格好に抱き上げたりなど，急激な姿勢変化
を与えたときに，不安定な姿勢から脱けだそ
うとして生じる身体全体の動きのことである．
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ヒトの場合，生まれてすぐから直立二足で立
って歩きだすまで規則的に変化する．そして，
その過程は一般的に，ヒトのどの赤ちゃんに
も共通している．したがって，運動障害や発
達の遅れがないかどうかを診断するとき，姿
勢反応が大きな手がかりとなる[2]． 
ヒトのほか，ホミノイド，旧世界ザル，新

世界ザルに属する霊長類を対象として，１１タ
イプの姿勢変化を用いて調べてみると，これ
らの種でも姿勢反応が誘発され，反応は規則
的で段階的に変化する．しかも，ヒトとも共
通した，次の４つの発達段階を区分すること
ができる[3,4]．(1)第１段階（前肢・後肢屈曲）
前肢・後肢が屈曲していて，身体を支えるよ
うな反応が生じない．(2)第２段階（前肢伸展・
後肢屈曲）前肢が伸展し，身体を支えるため
の伸展支持反応が生じる．(3)第３段階（前肢・
後肢伸展）前肢に加え，後肢の伸展および伸
展支持反応が生じる．(4)第４段階（前肢・後
肢の伸展と後肢の踏み出し反応）前肢・後肢
の伸展および伸展支持反応に加えて，身体を
直立させた位置から斜め前に傾けたときに，
片足が踏み出して，身体を支える後肢の踏み
出し反応が生じる．第１段階から第４段階ま
で進むのに，マカクでは生後２～３か月，チン
パンジーやヒトでは生後１１～１２か月の期間
を必要とする． 
 
2. 3. 姿勢保持，移動運動と物の操作 
個体発達の過程で出現する行動のレパート

リーとその変容は，霊長類の種間に似通った
ものがあり，共通の行動の発達的変化によっ
てそれぞれの機能系，あるいは領域間を比較
することができる．その際，上述の姿勢反応
検査のように，できるだけ同じ視点で，同じ
方法を用いた観察や実験を実施して，比較資
料を得る努力が払われてきた[5]．そして，そ

れらの研究を通じて明瞭に浮かびあがったの
は，行動や認知発達の諸側面における発達の
相対的なタイミングや発達速度の種差である
[6,7]． 
たとえば，姿勢反応は種間に共通の段階的

変化をするが，マカクよりはチンパンジー，
チンパンジーよりはヒトで第１段階が長い期
間を占める．つまり，マカクよりはチンパン
ジー，チンパンジーよりはヒトのほうが，姿
勢反応にかんして未熟な状態で出生してくる．
また，姿勢反応と位置移動行動の発達の対応
の仕方には，種間でずれがある．マカクやチ
ンパンジーの場合，姿勢反応で前肢が伸展し
て身体を支える第２段階への移行は，まだぎ
こちないながらも四足歩行の開始の時期にほ
ぼ対応する．ヒトは第３段階に移行しても，
位置移動行動の出現には至らない．さらに，
マカクにおいて，姿勢反応の発達が前肢・後
肢進展の第４段階にはいる生後２～３か月と
いえば，大人と同じ姿勢保持や位置移動がひ
ととおり身についてくる時期である．また，
第４段階までの期間がヒトと大きく変わらな
いチンパンジーも，同期間のマカクほどでは
ないが，ヒトよりは多様な移動運動能力を示
すようになる．姿勢反応は，抗重力的に姿勢
を保持する能力を反映している．姿勢反応の
発達段階をものさしとして比較してみると，
マカクよりもチンパンジー，チンパンジーよ
りもヒトで，環境中を「動き周り」始める能
力の発達遅滞が浮かび上がる． 
霊長類において，四肢は身体を支え移動さ

せると同時に，物を把握し操作する感覚運動
の器官でもある．手で口に持っていく以外に
さまざまな対象操作行動が乳児期から出現す
る．その発達を近縁の種間で比較すると，物
を扱う類似の行動がほぼ共通の順序で出現す
る[6,7]．しかし，マカク，チンパンジー，ヒ
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Fig. 1. Phylogeny of primates. 
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トの物とのかかわりを，姿勢反応の発達段階
を軸に比較すると，１）どの種も共通して，
外界の対象物体に対する手による自発的な働
きかけ（到達行動）が第２段階（前肢伸展・
後肢屈曲の段階）において初めて生じ，第３
段階（前肢・後肢伸展の段階）以降に操作行
動が発達するといえる．ただし，２）同一段
階における操作行動の複雑さは，ニホンザル
＜大型類人猿＜ヒトの順に大きくなる．ヒト
は第１～２段階，つまり，お座りも這い這い
もできない時期にすでに安定したあおむけ姿
勢をとることができ，両手での物の操作が可
能である．チンパンジーでは，姿勢保持能力
が充分に獲得されてから対象操作能力が発達
してくる．ニホンザルでは，そのずれの度合
いがさらに大きくなる． 
 
2. 4. ヘテロクロニー 
あらかじめ祖先に存在していた形質が発現

する相対的なタイミングや速度の変化のこと
をヘテロクロニー（heterochrony：異時性）と
いう．形質進化のメカニズムに欠くことので
きない要素として，これまで，主に形態的特
性の進化にかかわって研究されてきた[8,9]．
形態の差違を導く発達のタイミングや速度の
変化のバリエーションとして，主要には Table 
1 の８過程が想定されている．表の２），３），
５），７）は，幼形進化（成長が少ない），１），
４），６），８）は成体進化（成長が多い）に
結びつく．ヘテロクロニーの特定の過程が身
体全体に同じように作用する場合もあるが，
部分的に作用する場合もありうる．前者を全
体的ヘテロクロニーというのに対して，後者
を解離的ヘテロクロニーという．  

 
2. 5. ピアジェの認知発達段階 
行動や認知の進化の要因としても，形態に

かんしてと同じく，ヘテロクロニーの発現を
想定できる．近縁の種との共通祖先から受け
継いだ個々の形質なり，機能領域であっても，

その発達のタイミングや速度が種間で異なり，
モザイク的に互いに独立して発達しうる．従
来，ヒトの発育・発達においては，ネオテニ
ーが注目されてきたが，実際には，上記のさ
まざまな過程が複雑に入り組んで発現してい
るらしい[10]．  
これまで，ピアジェの認知発達段階（感覚

運動段階，前操作段階，具体的操作段階，形
式的操作段階）を比較の指標としてヒト以外
の霊長類を対象とした研究が数多く実施され
てきた。パーカーとマッキンニーは，これら
の結果を総合して，ヘテロクロニーのうち，
継起的過剰成長(sequential hypermorphosis)が
ヒトへの認知進化において重要だったと指摘
した．彼らによれば，１）ヒト以外の種もピ
アジェの発達段階をヒトと同様の順序で経過
する．２）ただし，その到達水準は種によっ
て異なり，チンパンジーは感覚運動段階を達
成し，さらに，前操作段階まで到達する．マ
カクは領域によっては感覚運動的知能の第５
段階までを達成する[11]．その発達速度を大臼
歯の萌出を尺度として比較すると，第１大臼
歯の萌出までに，ヒトでは前操作段階までを
達成する．これに対して，チンパンジーは感
覚運動的知能の第６段階まで達成する．マカ
クはその時点では第３段階あたりにとどまる．
すなわち，マカクよりもチンパンジー，チン
パンジーよりもヒトの順で，認知機能の発達
の延長と相対的な発達の促進とがある．ただ
し，物理的認知，論理数学的認知，社会的認
知などの下位領域をみると，種によって発達
の遅速がある．つまり，解離的ヘテロクロニ
ーの生じることが，ピアジェの認知発達段階
を指標とした一連の研究によって明瞭に示さ
れた． 
 
2. 6. 発達連関の再編 
異時性の発現にかかわる調整機構は，行動

発達においても作用する。各機能領域の発達
遅滞と発達促進が起こり，祖先種で保たれて

References 10, 11. 

Table 1. Eight basic patterns of heterochrony (Minugh-Purvis & McNamara, 2002; Parker & McKinney, 1999) 

1) Predisplacement: Early onset. By starting development sooner, the organism (or trait of stage) 
may become over developed if growth rate and offset time remain unchanged. 

2) Postdisplacement: Late onset. By starting development later, the organism (or trait of stage) may 
become underdeveloped if growth rate and offset time remain unchanged. 

3) Neoteny: Slower rate of development. By retarding developmental rate, the organism (or trait of 
stage) may become underdeveloped if onset and offset time remain unchanged. 

4) Acceleration: Faster rate of development. By accelerating developmental rate, the organism (or 
trait of stage) may) become overdeveloped if onset and offset time remain unchanged. 

5) Progenesis: Earlier offset. By terminating development sooner, the organism (or trait of stage) 
may become underdeveloped. 

6) Hypermorphosis: Later offset. By terminating development later the organism (or trait of stage) 
may become overdeveloped. 

7) Sequential progenesis: Contraction of ontogenetic growth of life-history stages in the descendant 
relative to the ancestor. 

8) Sequential hypermorphosis: Prolongation of ontogenetic growth of life-history stages in the 
descendant relative to the ancestor. 

References 10, 11. 
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いた機能発達の同期性ないしは，発達連関が
解除され，再編される．他者や物とのかかわ
り方や認知のあり方について，発達過程の一
定の時期に同期して生起する行動や認知の組
み合わせは，霊長類の種間で異なっている．
ただし，同期して発達する形質や機能領域間
には，個体の生活や行為を通じて相互作用が
生じる可能性があり，相互作用によって種に
特有の新たな機能連関や発達特性が生まれる
契機がある．つまり共通の祖先種の個体発達
のプロセスを基盤としつつ，それが再編され，
祖先種とも，同じ祖先種から発して異なる生
活様式を選んだ種とも異なる，新たな発達連
関的特徴が顕現することになる．種独特の心
が新たに芽生えるのである[12-15]． 
ヒト化にあたっては，姿勢‐運動発達が遅

滞し，認知‐運動の発達は促進され，延長し
た．そしてその過程では，新生児の未熟な姿
勢‐運動発達とこれを可能とする発達初期の
母親からの懇切な世話，緊密な母子相互交渉
が重要な役割を果たした。ヒトの母子に生じ
たコミュニケーションの独自な様式が，言語
の獲得にもいたる発達連関の再編，すなわち，
新たな質の成立を導いたと考えられる[14,15]．  
 
3. 「他者とかかわる知性」の発達促進 
3. 1. 社会的認知の初期発達 
近年，ヒト化において生じた社会的知性の

発達の改変を，発達初期の母子のかかわりに
遡って明らかにする比較発達研究が旺盛に進
められてきた．チンパンジーについても，ヒ
トの「心の理論」獲得の前提と考えられる社
会的認知の発達を対象とした実証的な知見の
蓄積が進んだ[16]．それらによると，チンパン
ジーの母子にはヒトと同様，互いの見つめあ
いがよく生じ，生後 1か月から２か月にかけて
倍増する．新生児期には，新生児微笑[17]や新
生児模倣[18]がヒトと同様見られるが，これら
は生後２か月ころには減少し，社会的微笑を伴
いつつ他個体の顔をよく追従するようになっ
てくる．この時期，対面する相手の視線方向
を検出することもすでに可能である[19]．子の
能動的な働きかけは，ヒトにおいて２か月革命
と称されるような質を帯びるようになり，母
親との見つめあい，微笑みあいの対面コミュ
ニケーションが母子間で活発となる[16,20]． 
これに対して，ニホンザルも含めマカク属

のサルでは，相手の目を見つめる行動は相手
に対する威嚇を表すもので，おとな同士では
避けるのが普通である．しかし，母子は腹と
腹を合わせて向かいあいながら「しがみつき
‐抱き」あうのであり，互いに相手を見つめ
あうアイコンタクトは，出生直後のニホンザ
ルとその母親に確かに見られる．ただし，同
じマカクのアカゲザルの赤ちゃんについては，
生後３週間までに，自分の方を向く視線を避け
るようになるという報告がある[21]．  
ところで，生後２～３か月は，チンパンジー

では寝返りが可能となり，母親の身体を支え

につかまり立ちをし，四足立ちや匍匐前進の
始まる時期である．他方，ヒトでは，通常４
～５か月までは寝返りをしたり，上体を挙上し
た安定したうつぶせの姿勢をとったりするこ
とはできない．しかし“人知りそめし”と形
容されるような，相手に向けた「社会的微笑」
がこのころまでに出現する[22]．つまり，チン
パンジーでは，寝返りとともに現れるアクテ
ィブな笑顔が，ヒトの発達では，いまだ“ね
たきり”の時期に現れる．そして，ヒトの母
親は，赤ちゃんの姿勢を自ら支え，かつ能動
的に対面コミュニケーションを行なうのであ
る．ここで，姿勢運動機能の発達との連関を
とらえるならば，母親との対面コミュニケー
ションや，その基盤である社会的認知におい
て，ヒトにおける顕著な発達促進が浮かび上
がる．  
 
3. 2. 物を共有する行動の発達促進 
 さらに，言語や心の理論における重要な発
達的前提である三項関係の形成については，
その発達促進がヒトでは一層顕著である． 
他者と同じ対象物を注視する，注意を共有
することを共同注意という．ヒトの共同注意
関連行動の発達を調査した研究によると，指
さし理解（９か月ころ：他者の指さす方向に視
線を向ける行動）ののち, 生後１２か月前後に
「物を他者に見せる，または，手渡しをする」
行動の出現を経て，指さし産出（１４～１５か月
ころ：自らある物を指さすことによって他者
に示す）にいたる[23]． 
チンパンジーも含めヒト以外の霊長類では，

生後の数年間を観察しても明瞭な指さしの産
出はみられず，子が母親に物を差し出すとい
う行動も出現しない．さらに，ヒトではそれ
らの前提と考えられる，いわゆる共同注意は， 
チンパンジーでは，３～４歳にならないと十分
に信頼できるレベルには達しない[24]．ただし，
ヒトの実験者が相手となって十分な経験を積
ませると，１歳すぎから指さしや視線を理解し
始める[25]．アカゲザルやフサオマキザルでは，
ヒトがパートナーとなって訓練しても視線の
理解に到らない．しかし，指さしの理解を訓
練することはできる[26]．さらに，これらの種
でも同種の個体の視線理解は可能らしい． 
以上の事実は，指さし理解や視線理解が新

世界ザルも含めヒト以外の霊長類の広範な種
で見られること，そして，他者からの積極的
な働きかけがその出現に大きな効果を果たす
ことを示唆している．つまり，他者の注意の
行方に注目する能力の発達が共通の霊長類的
基盤としてあって，他者から提示されること
によって注意を共有する行動の発達が促進さ
れるのである．そして，物を他者に渡すよう
な行動は，「チンパンジー型」庇護延長の母子
関係（チンパンジーの子は離乳までに生後４
～５年を要する）を前提に，子の積極的な要
求を受けとめるなかで，そのような母子関係
を築く母親にこそ，その生涯発達の過程で出
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現するのである．チンパンジーの場合，母親
が食べているとき，子はじっと覗き込み，母
親の持っている食べ物に口をつけたり，手を
伸ばしたり，咀嚼中の母親の口まで口や手で
触れてみたりもする．そのような子の食物を
要求する働きかけを受けた母親は，自らが口
に含んでいる食物の種や芯，柄，皮，しがみ
カスを赤ちゃんの口や手に向けて差し出す
[27]．ヒトの場合は，まず，おとなが積極的に
「おちょうだい」をする関係があって，その
関係を通じて，子が生後１１か月ころになると，
相手に提示し，手渡す行動が出現する． 
発達の初期に遡れば，ヒトは，姿勢反応の

発達の第１段階から，あおむけに寝かされて
安定した姿勢をとることができ，母親に持た
されて自由な両手に物を持ったり，片手でも
ったものを見たり，口にくわえたりする行動
によって物とかかわることができる．赤ちゃ
んは物を受けとり，保持し，いじくりまわし，
物体の属性を認知していく．日々のそのよう
な母子のやりとりの蓄積を経て，ずり這いも
可能になる９か月ころには，引っ張り出す方向
の物の操作がひときわ精力的に展開されるよ
うになる．そして１０か月ころには，置く，入
れるなど持っているものを他の物や場所に方
向づけて操作する定位操作が見られるように
なる．定位操作自体は，物を扱う経験や他者
の定位操作を観察する機会を豊富に与えたな
ら，チンパンジーにも，生後１年以内に出現
することがわかっている[28]．しかし，ヒトで
は，物や場所への定位が出現すると同じ時期，
母親に向かっても物を定位すること（提示や
手渡し）も可能になる．他者への定位は，他
者との相互行為であるゆえに，周囲のある場
所や物への定位よりもより大きな調整機能を
要する．しかし，他者が，声で，視線で，身
振りで誘導してくれるとすれば，より容易に
遂行できるともいえる．赤ちゃんは，自分が
物を定位することになった母親に向かって，
やがて，指さしを行なう（指先を他の物に定
位する行為を母親に定位する）ようになる．
そして，提示・手渡し，指さし産出と同じ構
造において，ことばも発せられる．指さしの
指は定位操作のとき手にもつ物の代替として，
一語文は指さしの代替として使用される[29]．  
ヒトの赤ちゃんの定位操作，提示や手渡し，

指さし，一語文の産出において重要なことは，
これらが個体発達の過程で生後９～１０か月こ
ろから１歳すぎまでの期間にほぼ同期して出
現すること，さらに，これらに伴って，相手
も注意を共有しているか，を確認する行動が
出現することである．しかし，チンパンジー
の母親がわが子に対して何かを指さすことは
なく，母親から子へと食物を手から手へと分
配するときにも，受け渡しを確認するような
アイコンタクトは見られない．目と目を見交
わして，注意の共有を確認するような行動は
ヒトに特有のものであるらしい．生後１０か月
ころからはじまる「指さし」は，自分を見守

って，その意を汲んで物を差し出して渡して
くれる養育者の存在が前提となって出現する
行動である．これらは，チンパンジーの通常
の母子関係においては生じにくく，きわめて
ヒト的である．そして，いずれもが，ヒトの
言語獲得の重要な個体発達的前提となる． 
このように，他者からの社会的支援をとり

こんで，他者と社会的に交流する行動が生じ
たところに，そこに同期して出現している他
の行動ともなんらかの結びつきをもちつつ，
ヒトに固有の新たな発達連関が創出する．つ
まり，ヒト以外の種とは峻別される「新たな
質の成立」へと向かう契機があり，この「新
たな質の成立」のプロセスにこそヒトの言語
は派生した． 

  
4. 胎児期からの比較個体発達 
以上に述べたように，出生後の発達を種間

で比較すると，ヒトでは他者とかかわる行動
や認知の発達促進が顕著である．言語の獲得
にいたる以前，潤沢な社会的支援を得つつ，
他者と交流する能力を発達させていくヒトの
赤ちゃんがいる． 
さらに遡って，胎児期にもそのように他者

とかかわる姿をとらえることができるだろう
か． 

 
4. 1. 手指の運動―「自己」とのかかわりの
発達と進化 
 共同研究者の明和政子と私は，数年前から
4次元超音波画像診断装置（4Ｄエコー）によ
って胎児の行動を観察してきた．最近は産婦
人科の外来にも普及しているこの機械をもち
いると，胎児の表情や手指の動きを鮮明にと
らえることができる．私たちの研究では，新
生児期に見られる予期的な指すいがすでに妊
娠中期から見られることが明らかになった
[30]．つまり，口に向かう手指が接触する以前
に口が開き，開いた口に手指がはいって指す
いにいたる様子が２０週すぎには観察される．
手指の移動と口の開閉がスムーズに協応する
のである．同じ時期から，胎児には繊細な手
指の動きを伴う両手あわせも見られる[31]．妊
娠中期から後期を通じて，ヒトの胎児は，手
を頭に，顔に，口に，足に，もう一方の手に
と，自己のさまざまな身体部位に頻繁に接触
させる．このような行為を通じて，各部位が
それぞれ他の部位とどのような位置関係にあ
るかを，胎児は知っていくのだろう．このよ
うな行為をつうじて，胎児は自己の身体やそ
の動きについての情報を得て，自己というも
のをとらえていくのだろう． 
私たちは先にも述べた 4Ｄエコーを利用し

た研究をチンパンジー胎児についても実施し
た．岡山県玉野市にある林原類人猿研究セン
ターの平田聡らとの共同研究である．観察し
た２２週から３２週の間に，ヒトと同様のさまざ
まな身体の動きが見られた．しかし，ヒトの
場合と比較すると，手で顔の各部位を触る行
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動が少ないようだった．また，ヒトで見られ
た予期的な指すいや両手あわせは確認できな
かった[31]． 
チンパンジーについてはまだ一例のことな

ので，結論的なことは何も言えない．しかし，
ヒトとチンパンジーでここに挙げたような差
異があるとしたら，それは，赤ちゃんが自己
の身体とどうかかわるか，ということにおけ
る差異であり，きわめて原初的ではあっても，
自分について何をどのように知っているか，
自己知覚の質的な差異と関係するかもしれな
い．  

 
4. 2. 表情―「他者」とのかかわりの発達と
進化 
ヒトの場合，新生児と同じく，口角をわず

かにひきあげる微笑の表情は胎児にも出現す
る．4Ｄエコーをもちいた研究によれば，同じ
赤ちゃんの妊娠後期の微笑と出生直後の微笑
の行動形態はほとんど変わらない[32]．先述し
たように，最近，チンパンジー，さらにニホ
ンザルでも新生児微笑が出現することが明ら
かになった[17,33]．私たちが研究対象とした
チンパンジー胎児では記録できなかったが，
おそらく，チンパンジーやニホンザルにも，
胎児の微笑があるだろう． 
さらに，チンパンジーに引き続いて，ニホ

ンザルと同じマカク属のサルであるアカゲザ
ルにも出現することが最近報告された新生児
模倣についてはどうだろう[18,34]．新生児微
笑と同様，新生児模倣も生後１～２か月ころを
境に消失する．新生児模倣の出現や消失の現
象も種間に共通している．それでは，外部か
らのなんらかの刺激に対する表情の応答が，
ヒトやヒトに近縁の種の胎児にも見られるだ
ろうか．妊娠後期（２６週以降）には，外部か
らの振動や音刺激に対して，胎動や心拍加速
などの反応が起こるようになる．最近の心拍
を指標とした研究によれば，胎児はやがて踏
み出す外界からの刺激に対して応答的になる
とともに，母親の声と母親以外の女性の声な
ど，異なる刺激を識別することができるよう
にもなっていくという[35]．それでは，いつか
ら，どのように胎児が胎外からの聴覚刺激を
感知し，識別していくようになるのだろう．
私たちは，心拍に加えて，表情など 4Ｄエコ
ーによって得られる行動学的な指標ももちい
て，胎児が胎外とコミュニケーションしてい
く様子を目下分析中である[36]． 
霊長類種の個体発達において，出生前後で

何が連続するのか，非連続なのか．胎児期に
おける質的な転換期は，いつ，どのようにと
らえることができるのか．ヒトはすでに胎児
期から，外部からの社会的刺激に対してヒト
特有の応答をしているのか．ヒトとヒトに近
縁の種の行動を胎児期から比較することによ
って，ヒトの個体発達がヒトへの進化の過程
でいかに改変され，独自の道筋を辿るように
なったのかをさらに精細に明らかにしていく

ことができる． 
  

4. 3. ヒトの心の霊長類的起源と個体発達的
改変 
 ヒトの発達における主要な行動や特有の認
知の起源は，ヒト以外の霊長類種とも共有さ
れている．属する環境世界に，そこに存在す
る「他者」に，「物」に制約されて，共通祖先
において先行する何ものかを改変しつつ，個
体の発達は進む．そこに生じる機能間の相互
連関によって，種によって独自の新たな資質
が形成される．しかし，個体発達のタイミン
グや速度は，社会的，物理的環境の影響を受
けて柔軟に改変されうる．注目すべきは，現
代のヒトの社会・文化的環境でヒトと密接に
かかわりあいながら育つチンパンジーには，
定位操作や道具使用，動作模倣や視線追従，
社会的参照，注意の共有など，物とのかかわ
り，他者とのかかわり，さらにその両者をつ
なぐ行動の発達促進が生じることである．こ
れらの事実をも手がかりとすることで，ヒト
への進化の過程で，いま，ここに，私たちが
経験するヒトの個体発達に向かって生じたで
あろう発達連関再編や言語の獲得を導くダイ
ナミックな過程に迫ることができる．  
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